
１ 環境
設問１：京都の子どもたちは、山紫水明の自然環境をかけがえの

ないものと実感している。
設問２：「きれいな空気、清らかな川、静かなまち」など、よい環境

が保たれている。
設問３：省エネや省資源に取り組むひとや、徒歩、自転車、公共

交通機関を利用するひとが増えている。
設問４：太陽光発電や使用済み天ぷら油の燃料化など、環境に

やさしい技術やエネルギーの活用が進んでいる。
設問５：京都では、環境にやさしい行動を当たり前のこととして

実践するひとや事業者が増えている。
設問６：マイバッグやリサイクル製品など、ごみを出さないような

くらしと事業活動が広がっている。
設問７：ごみを分別して出せる拠点が身近にあり、ごみのリサイ

クルが進んでいる。



0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

市全体(555)

若年層男性(43)

若年層女性(67)

中年層男性(52)

中年層女性(110)

高年層男性(112)

高年層女性(157)

そう思う どちらかというとそう思う どちらとも言えない 無回答 どちらかというとそう思わない そう思わない

2

（１）生活実感（世代別・性別）
設問１：京都の子どもたちは、山紫水明の自然環境をかけがえのないものと実感

している。

全130問の
平均値41.2%

過去4年分の本

設問の平均値
38.3%

本設問の市
全体の平均値

34.4%



0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

市全体(555)

北区(50)

上京区(34)

左京区(61)

中京区(33)

東山区(16)

山科区(47)

下京区(37)

南区(33)

右京区(71)

西京区(58)

伏見区(104)

そう思う どちらかというとそう思う どちらとも言えない 無回答 どちらかというとそう思わない そう思わない

3

（１）生活実感（居住区別）
設問１：京都の子どもたちは、山紫水明の自然環境をかけがえのないものと実感

している。

全130問の

平均値
41.2%

過去4年分の本

設問の平均値
38.3%

本設問の市
全体の平均値

34.4%



0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

市全体(569)

若年層男性(43)

若年層女性(67)

中年層男性(72)

中年層女性(107)

高年層男性(122)

高年層女性(145)

そう思う どちらかというとそう思う どちらとも言えない 無回答 どちらかというとそう思わない そう思わない
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（１）生活実感（世代別・性別）
設問２：「きれいな空気、清らかな川、静かなまち」など、よい環境が保たれて

いる。

全130問の
平均値41.2%

過去4年分の本
設問の平均値

54.0%

本設問の市
全体の平均値

62.2%



0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

市全体(569)

北区(55)

上京区(34)

左京区(57)

中京区(46)

東山区(21)

山科区(37)

下京区(35)

南区(34)

右京区(75)

西京区(67)

伏見区(102)

そう思う どちらかというとそう思う どちらとも言えない 無回答 どちらかというとそう思わない そう思わない

5

全130問の
平均値41.2%

過去4年分の本
設問の平均値

54.0%

（１）生活実感（居住区別）
設問２：「きれいな空気、清らかな川、静かなまち」など、よい環境が保たれて

いる。

本設問の市
全体の平均値

62.2%



0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

市全体(555)

若年層男性(43)

若年層女性(67)

中年層男性(52)

中年層女性(110)

高年層男性(112)

高年層女性(157)

そう思う どちらかというとそう思う どちらとも言えない 無回答 どちらかというとそう思わない そう思わない
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（１）生活実感（世代別・性別）
設問３：省エネや省資源に取り組むひとや、徒歩、自転車、公共交通機関を利

用するひとが増えている。

全130問の
平均値41.2%

本設問の市
全体の平均値

54.2%

過去4年分の

本設問の平均
値57.0%



0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

市全体(555)

北区(50)

上京区(34)

左京区(61)

中京区(33)

東山区(16)

山科区(47)

下京区(37)

南区(33)

右京区(71)

西京区(58)

伏見区(104)

そう思う どちらかというとそう思う どちらとも言えない 無回答 どちらかというとそう思わない そう思わない

7

全130問の
平均値41.2%

本設問の市
全体の平均値

54.2%

（１）生活実感（居住区別）
設問３：省エネや省資源に取り組むひとや、徒歩、自転車、公共交通機関を利

用するひとが増えている。

過去4年分の

本設問の平均
値57.0%



0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

市全体(569)

若年層男性(43)

若年層女性(67)

中年層男性(72)

中年層女性(107)

高年層男性(122)

高年層女性(145)

そう思う どちらかというとそう思う どちらとも言えない 無回答 どちらかというとそう思わない そう思わない

8

全130問の
平均値41.2%

過去4年分の本
設問の平均値

27.7%

（１）生活実感（世代別・性別）
設問４：太陽光発電や使用済み天ぷら油の燃料化など、環境にやさしい技術や

エネルギーの活用が進んでいる。

本設問の市
全体の平均値

31.3%



0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

市全体(569)

北区(55)

上京区(34)

左京区(57)

中京区(46)

東山区(21)

山科区(37)

下京区(35)

南区(34)

右京区(75)

西京区(67)

伏見区(102)

そう思う どちらかというとそう思う どちらとも言えない 無回答 どちらかというとそう思わない そう思わない

9

（１）生活実感（居住区別）
設問４：太陽光発電や使用済み天ぷら油の燃料化など、環境にやさしい技術や

エネルギーの活用が進んでいる。

全130問の
平均値41.2%

過去4年分の本
設問の平均値

27.7%

本設問の市
全体の平均値

31.3%



0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

市全体(569)

若年層男性(43)

若年層女性(67)

中年層男性(72)

中年層女性(107)

高年層男性(122)

高年層女性(145)

そう思う どちらかというとそう思う どちらとも言えない 無回答 どちらかというとそう思わない そう思わない

10

（１）生活実感（世代別・性別）
設問５：京都では、環境にやさしい行動を当たり前のこととして実践するひとや

事業者が増えている。

全130問の
平均値41.2%

過去4年分の本
設問の平均値

25.2%

本設問の市
全体の平均値

32.5%



0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

市全体(569)

北区(55)

上京区(34)

左京区(57)

中京区(46)

東山区(21)

山科区(37)

下京区(35)

南区(34)

右京区(75)

西京区(67)

伏見区(102)

そう思う どちらかというとそう思う どちらとも言えない 無回答 どちらかというとそう思わない そう思わない
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全130問の
平均値41.2%

過去4年分本
設問の平均値

25.2%

（１）生活実感（居住区別）
設問５：京都では、環境にやさしい行動を当たり前のこととして実践するひとや

事業者が増えている。

本設問の市
全体の平均値

32.5%



0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

市全体(555)

若年層男性(43)

若年層女性(67)

中年層男性(52)

中年層女性(110)

高年層男性(112)

高年層女性(157)

そう思う どちらかというとそう思う どちらとも言えない 無回答 どちらかというとそう思わない そう思わない
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全130問の平
均値41.2%

本設問の市
全体の平均値

73.5%

（１）生活実感（世代別・性別）
設問６：マイバッグやリサイクル製品など、ごみを出さないようなくらしと事業

活動が広がっている。

過去4年分の

本設問の平均
値74.5%



0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

市全体(555)

北区(50)

上京区(34)

左京区(61)

中京区(33)

東山区(16)

山科区(47)

下京区(37)

南区(33)

右京区(71)

西京区(58)

伏見区(104)

そう思う どちらかというとそう思う どちらとも言えない 無回答 どちらかというとそう思わない そう思わない

13

（１）生活実感（居住区別）
設問６：マイバッグやリサイクル製品など、ごみを出さないようなくらしと事業

活動が広がっている。

全130問の
平均値41.2%

本設問の市
全体の平均値

73.5%

過去4年分の

本設問の平均
値74.5%



0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

市全体(555)

若年層男性(43)

若年層女性(67)

中年層男性(52)

中年層女性(110)

高年層男性(112)

高年層女性(157)

そう思う どちらかというとそう思う どちらとも言えない 無回答 どちらかというとそう思わない そう思わない
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（１）生活実感（世代別・性別）
設問７：ごみを分別して出せる拠点が身近にあり、ごみのリサイクルが進んでいる。

全130問の平
均値41.2%

過去4年分の本
設問の平均

69.1%

本設問の市
全体の平均値

67.7%



0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

市全体(555)

北区(50)

上京区(34)

左京区(61)

中京区(33)

東山区(16)

山科区(47)

下京区(37)

南区(33)

右京区(71)

西京区(58)

伏見区(104)

そう思う どちらかというとそう思う どちらとも言えない 無回答 どちらかというとそう思わない そう思わない
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全130問の
平均値41.2%

過去4年分

の本設問
の平均値
69.1%

（１）生活実感（居住区別）
設問７：ごみを分別して出せる拠点が身近にあり、ごみのリサイクルが進んでいる。

本設問の市
全体の平均値

67.7%



0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

市全体(1124)

若年層男性(86)

若年層女性(134)

中年層男性(124)

中年層女性(217)

高年層男性(234)

高年層女性(302)

重要である どちらかというと重要である どちらとも言えない 無回答 どちらかというと重要ではない 重要ではない

過去２年分の本
分野の平均値

88.9%

16

（２）政策重要度（世代別・性別）

環境の
重要度
85.9%

全分野の
平均値
76.5%



0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

市全体(1124)

北(105)

上京(68)

左京(118)

中京(79)

東山(37)

山科(84)

下京(72)

南(67)

右京(146)

西京(125)

伏見(206)

重要である どちらかというと重要である どちらとも言えない 無回答 どちらかというと重要ではない 重要ではない

過去２年分の本
分野の平均値

88.9%
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（２）政策重要度（居住区別）

環境の
重要度
85.9%

全分野の
平均値
76.5%



環境

人権・男女共同参画

青少年の成長と参加

市民生活とコミュニティ
市民生活の安全
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市
民
生
活
実
感

政策重要度

高

高政策重要度平均 81.02%

市民生活実感平均 0.282

市民生活実感市民生活実感市民生活実感市民生活実感平均平均平均平均 0.2820.2820.2820.282

政策重要度政策重要度政策重要度政策重要度平均平均平均平均 81.02%81.02%81.02%81.02%
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（３）生活実感と政策重要度の関係（全体）



市全体

若年層男性 若年層女性中年層男性

中年層女性

高年層男性

高年層女性

北区

上京区
左京区

中京区

東山区山科区

下京区

南区

右京区

西京区
伏見区
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民
生
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高

高政策重要度平均 81.02%

市民生活実感平均 0.282
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（３）生活実感と政策重要度の関係（世代別・性別、居住区別）

政策重要度政策重要度政策重要度政策重要度平均平均平均平均 81.02%81.02%81.02%81.02%

市民生活実感平均市民生活実感平均市民生活実感平均市民生活実感平均 0.2820.2820.2820.282


